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ス ギ花粉症の 抗原 と して 抗原量 ・曝露期間の 長期観察につ い て
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　1987 年か ら．全 国 11 施設で重力法による空中花粉調査を行 っ てきた．ス ギ花 粉症患者 の 抗原曝露 に

つ い て明 ら か に する目的で ス ギ ， ヒ ノ キ科花粉飛散状況 の 年次変化に つ い て検討 した．ス ギ花粉 は 日本

列 島の中央部 ， ヒ ノ キ科は 西 日本に多く ， 両者を併せ る と浜松市が最 も多 か っ た．重力法に よ る花粉飛

散開始 日 はすで に 患者 が 発症 して い る報告が あ り
， 初観測 日 か ら飛散開始日までも飛散期間 とみな した．

ス ギ花粉初捕集 日 か らヒ ノ キ科花粉飛散終了 日ま で平均約 100 日間で ， 飛散量 の 多い 地域ほ ど期間が 長

か っ た．こ の 12 年間で は各地の花粉捕集量の増加傾向，地球温暖化 の 影響 とい わ れ る 飛散開 始の 早期化
は 明 ら か で は な か っ た．秋の ス ギ花粉が各地で捕集 された．1994 年以降増加傾向 にあ り ， 抗原と して無

視で きない よ うに な っ た．ス ギ花粉症 ・感作率増加原因の 一
つ と して ， 秋 の ス ギ花粉飛散に よ る年間抗

原曝露期間の長期化 が示唆 され た．
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緒　言 の観点か ら検討 した の で 報告する．

　花粉症 の 研究は 戦前に も多 くの 研究が 行 わ れ た が ，

1960 年 ， ブ タク サ 花粉症 の 系統的な研 究か ら本格的に

開始 され だ ，
− 3）．ブ タ ク サ 花 粉 は 上 ・ド気 道症状 の

抗原 と して 米 国で は あ まりに も有名 で ある．わが 国で

はそ の植生 は少なく，一
部 の 地域 を除 い て は ほ とん ど

問題 に な っ て い な い 41．ス ギ 花粉症 は当初わが国固有

の 植物に よ る稀 な花粉症 5）6）として報告さ れ た が ，1970

年代頃よ り花粉飛散量 の 増加7）8〕
，

1980 年代 に は全 国

的 に 患者が急増 9） 12〕
したため 国会で取 り上 げら れ，厚

生省は 1985 年末に 花粉症研 究班 を 設 立 した ．以後 ス ギ

花粉症 の 研究 は 他 の 総合 ア レ ル ギ
ー

疾患研 究事業 の
一

部 として継続され た ．研究班 の なか で全国各地 で ス ギ

花粉 症 の 抗原 と して 窄中花粉を，花粉症 の 治療 ・
予 1坊

に有 用な情報を提供する 目的で 調査 を行 っ た．班研 究

が終了した 後も継続 し て 調査 し得 た 地 区 の 結果 を経年

的に ア レ ル ギ
ー

疾患 に お け る抗原物 質 の 曝露量 ・期間
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対象 と方法

　対象は研究班発足 当初よ り継続調査が 口∫能 で あ っ た

施設 で あ る．北 か ら東北大学耳鼻r咽喉科 （仙台市 38
°

16
’

N，140
°
54
’

E），藤 崎 医 院 （新 潟 市 37
°
55
’

N ， 139DO3
’

E），富 山医科薬科大学公衆衛生学教室
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°
42
’

N ， 137D ユ2’ E），国立相模原病院

（相模原市 35
°

34
’

N ，139
°
22

’
E），浜松医療セ ン

ター
耳鼻咽 喉科 （浜松市 34m　42

’
N ，137

°
43
’

E），

国立 療 養所 三 重 病 院 （津市 34
°
44

’
N ，136

°
31
’

E）， 和歌 山 医療 セ ン タ
ー
耳鼻咽喉科 （利歌 III市 34

°
14
’

N ，135
°
10
’

E），国立療養所松江病 院 （松江市 35
°

27
’
N ，133

°
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’

E）， 国立療養所東高知病院 （高知市

33
°
34
’

N ，133
°
33
’

E），国立 療 養所 南 福 岡 病 院

（33
°
35
’

N ， 130
°
23
／

E＞，熊本大学耳鼻咽喉科 （熊

本市 32
°
49
’

N ，130
“
43
’

E）の 11施設で ある．そ

の 他 国立療養所西新潟病 院 噺 潟市），九州大学耳鼻咽

喉科 （福岡市）も継続 し て い る が ，都 市が 重複 して い
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Table　IAnnual 　pol⊥en 　counts （〕f　C．　itlponi．ca　and 　Cupressaceae　in　spring 　at 　thc

eleven 　different　sampling 　stations　jn　Japan　fruIn　l987　to　l998

Cryptomeriaノ叩 o”加 Po正len　couDts ／cm2 　in　spring

ND ． City N．L． E．L、

1Sendai 38．16 ユ40．54
2Nhgata 37．55 ユ39．〔｝3
3Toyama36 ，42 ユ37．12
4SagaI 皿 ihara35 ．34139 ．22
5Hanlamatsu34 ．42137 ．43
6Tsu 34．4遵 136．31
7Wakayama34 ．14135 ．1

8MatSue 35．27 ⊥33．04
9Kouchi 33．34133 ，33
10Fukuoka33 ．3513  ．23
llKunlamOtQ32 、49 ⊥30．43

1987　　／988　　1989　 1990

　 　 　 　 　 　 　 84　 1747

　 　 　 　 　 　 　 114　　1429

　 　 　 　 　 　 　 758　5259

　 　 　 　 　 　 1473　6666

　 　 　 　 　 　 3031　 7848

　 　 　 　 　 　 　 901　 3077

　 　 　 　 　 　 　 193 　 783

　 　 　 　 　 　 　 488　 827

　 　 　 　 　 　 　 8U 　 1105

　 　 　 　 　 　 　 506 　 481

　 　 　 　 　 　 　 5⊥7　 964

N ．L，：【】or しh　latitude．　E ．L．

128　 3⊥33
151　 1678

299　 3469

399　 7896

23⊥5　10289

567 　 52⊥t

135　　1234　1172

421　　2478　1595

888　　2⊥72　2402

754 　　1636　　76⊥

1448　　1449　ユ937

：east 　longitudo

199⊥

t72812195331381047353445

1992 　 1993　 19．　94　 1995　 1996　 1997　 1998　　 mean ± SD

551　 2913　　269　 5481　　208　 2463　 1768

694　　976　　 147　 3399　　　71　 1310　　236

259　　3754　　S29 　　6767　　817 　　4849　　1503

1230　 464】　　 330 　 7613　 2044 　 4993 　 2680

4879　 6657　 1459　 9440　 3742　 6323　 2968
1747　　36  9　　　＊　　　6188　　1268　　2937　　1765

375　　 89⊥　　 125　 3094　　46ア　 1534　　 S76

521　　2927　　　85　3234　　789　2⊥65　　626
2270　　1952　　　336 　　5519　　1708 　　209 ⊥　　⊥228

189　　 529　　　90　 3138　　465　　1131　　 599

334　　ユ069　　143　 3672　　800　　19］0　　 683

　 　 　 　 ＊　：nQt 　done

1706± 1557

952± 926

2825 ± 2238

3648士 2604

5307± 2717

2793± 1693

865 ± 807

1346 ± 1042
1882 ± 1294

860± 803

1244 土 917

No． City NL ， RL ， 19871988 ⊥9

1Sendai 38．16 ユ40．5445246
2Nnga 亡a 37．55139 ．038583
3Toya エna36 ．42137 ．12298596

4Saga 【11ihara35 ．34139 ．22 ⊥ 4354901

5Hamamatsu34 ．42137 ．43599 ユ9632

6Tsu 34，44136 ．313472450
7Wakayarna34 ．14135 ．1133188
8Matsue 35．27133 ． 41537591
9Kouch ［ 33．34133 ，33109702
10Fukuoka33 ，35130 ．23452 ユ235

⊥ユ KllmarDoto32 ，49130 ．4368816418

　　 　　 Cupressaceae　Po］］cll　co しIIIt ．！c．rr12　in　spring

⊥989　　1990　　1991　 1992　　1993　　ユ994 　　1995　　1996 　 ⊥997 　　1998

35355014527

 

8e71152229589

42612728028643603

⊥7666008611

ユ58243

π
N ．L．：north 　Iatitude，　E、L．：east 　l〔mgitude

646　　　36　　327　　　22　　733　　　35　　274　　171
254 　　　40　　239　　　14　　447　　　19　　　53　　160

407　　　92　　654　　　43　 ⊥285 　　　98　　384 　　　52

1385　　289　2443　　⊥85　5337 　　775　3171 　　955

1733　 1765　 5462 　　　51　 8268 　　 4⊥7　 2532 　　 431

2984　　234 　 3355　　　＊　　　3644　　203　 1328　　336

981　　 114　　1126　　　20　 1562　　120 　　605 　　 100

ユ448　　　ユ8　　1281　　　　7　230⊥　　　39　　324　　　35
1014 　　　89 　 1045 　　　28　 1497　　253 　　2⊥2　　24⊥

1307　　　21　　1124　　　34　 3S25　　　46　　3Z9　　635

⊥958　　　57　1／64　　　・19　4535　　 63　　403 　　686

＊　： nOt 　dolle

mean ± SD250

± 236130
± 123323
± 347

2007 ± 1807

2258 ± 2366

152ユ± 1322

468 ± 488615

± 705409
± 467776

± ⊥006

996 ± 1238

る ため今回 の解析対象か ら除外 した．空 中花粉の 捕集

は電力方法 を用 い た．上記 の 各施設 の キ に 屋 Eに Dur−

ham の 花粉捕集器を設置し た．屋 ヒに障害物が あ れ ば

そ の 屋根に 対す る 仰角が 20 度以下 ， 予す りがあればそ

れ よ り70〜100cm 高 くする こ とな ど を条件 に 入 れ

た ．ス ラ イ ドグ ラ ス を各施設 に ユ カ 月毎に 送付 した．

各臼表面に白色 ワ セ リ ン をうす く均等に 塗布した ス ラ

イ ドグ ラ ス に 日付を記載 し て花粉捕集器に 固定して 原

則 と し て 日
・
祭 日を除 く毎 H午後 9 時〜9 時半頃取 り

替えて 24 時間放置 し，空中落下花粉 を捕 集 した．再 び

1 カ 月毎に容器 に まとめ られ て 国療 南福 岡病院 に 郵送

され ， 同
一
専門職員が算定し た．染色は Carberla液を

用 い ，組成中の 塩 基性 フ ク シ ン に よ り花粉は赤紫色 に

染 色 さ れ た．計数
・
同定 は 光学顕微鏡下 100〜400 倍 で

行 っ た．計 数は 18× 18mm の カ バ
ー

グ ラ ス を用 い ，10

倍対 物 レ ン ズ で 2辺 を含む 3 往復を観察 し，約 2cm2

あた りの 花粉数 を集計 した．花粉数 は原則 と し て l

cm2 あた りの 整数で表 し た．1987年か ら 1998年まで

同様の 方法で 通年的 に花粉数デ
ー

タ を集計 し，解析を

行 っ た．集計 は 1月か ら 6 月まで と 7 月か ら 12月まで

の 半年毎に分け た．花粉飛散パ タ ン は ほ ぼ 2 項分布を

形成す る と して
， 解析 に は t検 定 に よ る 相 関係数 を求

めた．飛散開始 ・終了日 な どは 目本空 中花粉調査測定

標準化委貝会 の 合意事項 に従 っ た ．

結 　果

　 ス ギ花粉 は 2 月 か ら 4 月 に か け て 大量 に 捕集 され

た．ヒ ノ キ科は 宅 に 3 月 か ら 5 月 に捕集さ れ た ．さ ら

に ス ギ花粉は 10 月か ら 12月に か けて も各地 で少量捕

集 さ れ た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

reJ[ma"ma

g

es&

T  oo
l

Kumameto

T o

emMatsue

se 
uif

T
io\zlit:a

T
ew
{IYN"gaa

ll

T
ee-Sendai

                       ma : c, japonica D  : cupressaceae

 Fig, 1. The  average  of  total pollen counts  of  C, japonica and  Cupressaceae and  geo-

graphical distribution of  the eleyen  sampling  stations  in Japan irom  1987 to 1998.
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Table　2　Correlation　of　almual 　total　pol［en 　counts 　iTI　spring 　be〔ween 　each 　sampling 　staしior】s 「rom 　1987 しQ　1998

C・japonica

　　　　Ci［y
一

SendaiMga 亡≡LT 〔，yamaSagami 且araHamamaLsuTsuWakayalnaMatsueKouchiFukuoka

Niigaしa ，922＊ ＊ ＊

…

Tovama　　7 ．83 ＊ ＊ ＊ ．862＊ ＊ ＊

Sagalnihara ．862＊ ＊ ＊ ．85＊ 串 ＊ ．855＊ ＊ ＊

Hamamastsu ．Sl4 ＊＊ ．853 串料 ．751 ＊＊ 、955 艸 ＊

Ts し1 ．923 ＊＊＊ ．956綿＊ 、833 ＊＊ ．919 ＊＊＊ ．918 ＊＊＊ ヨ

Wakayama ，923＊ ＊ 串 、956＊ 電自＊ ．848糊 ＊ ．782 ＊ ＊ ．757 串 ＊ ．879 ＊ ＊ ＊ li
Ma †Slle ．go7 ＊ ＊ ＊ ．802＊ ＊ ．767 ＊ 孝 801 ＊ 寧 ．807 ＊ ＊ ．884 ＊ ＊ ＊ ．84⊥＊ ＊ ＊

Kouchi ．829＊ ＊ ＊ ．88＊ ＊ ＊ ．657＊

　　 i，613
＊ ．662＊ ，781＊ ＊ ．924＊ ＊ ＊ ，756＊ ＊

Fukuoka ．857 ＊ ＊ ＊ ．878 ＊ ＊ ＊ ．655 ＊　　i　　　　　　　2
，7＊ ．687 ＊ ．792 ＊ ＊ ．9／7 ＊ ＊ ＊ ，744 ＊ 寧 869 ＊ ＊

KUmamolo81 ＊＊ ，857＊＊ ＊ 775 ＊　　 i
　 　 　 　 　 　 　 旨

、604＊ ．604 ＊ ．733 ＊ ．925 ＊＊ ＊ ．752 ＊ ．857 ＊ ＊ ＊ ，916＊ ＊ ＊

＊ ＊

  くa．OOI．＊ ＊

p く O．Ol，＊

戸
く  ．05，　NS ：not 　significanL

Cupressaceae

City ScndaiNlgataToyamaESagam ［haraHamamatsuTSuWakayamaMatsueKouchiFukuoka

Niigata ．747＊ ＊ ＊

Toyama ．779＊ ＊ ．843＊ ＊ ＊

Sagarllihara ．644 ＊ ．54SNS ．863 ホ ＊ ＊

Hamamaslsu ．763＊ ＊ ．828綜 ＊ ・904ホ ＊ 串

i712
＊ Fド

Ts11 ．872＊ 料 ．804＊ ＊

　　　　　　　．
．856串 ＊ ＊ ．73＊ 809串 ＊

Wakayama ．903半 ＊ ＊ ．9＊嬲 ．857‡ ＊ ＊ 587八S 904＊ ＊ ＊ ．89＊ ＊ ＊

Matsuc ．934 ＊ ＊ ＊ ．923 ＊ ＊ ＊ ．905 ＊ ＊ ＊ ，688 ＊ ．873 ＊ ＊ ＊ ．937 紳 ＊ ．944 ＊ ＊ ＊

Kouchi ．804＊＊ ．924 ＊＊ ＊ ．79 ＊＊ 、405KS ．781 ＊＊ ．79⊥＊ 串 ．921＊＊ ＊ ．893＊雫 ＊

Fukuoka ．814 ＊ ＊ ．941 ＊ 串 ＊ ．843 ＊ ＊ ＊ ．531NS ．834 ＊ ＊ ＊ ．68 ＊ ．858 ＊ 牌 ．881 艸 ＊ ．878 籾 雫

Kumamoto ，7ユ8 ＊ ＊ ．86牌 ＊ ．751・畔 　旨．4NS ．69⊥＊ ．569NS ．761＊ 串 ．802柳 ．854＊ ＊ ＊ ．952＊ 牌

＊＊ptp
＜ 0．001，＊ ＊

p ＜0．OL ＊
尸く 0．05，　NS ： not 　signi 丘canL

　Tablc　1 に 各地 の 春 の ス ギ花粉 と ヒ ノ キ科花粉 の 総

数 を年次毎に表 した．春の ス ギ花粉は各地 で 平均する

と 865〜5307個／cm2 ／1〜6 月 で 各地 で 毎年捕集数が著

し く変動 し た，ヒ ノ キ科花粉は ス ギ花粉捕集数 よ り少

な く，平均 13〔｝〜2258個／cm2 ／1〜6 月 で 同 じく著 しい

年次変動 を 示 した ．1987 年か ら年次 毎に 増加す る傾 向

はなか っ た．Fig．1 に両者 の 平均総数 を地図 ヒに表 し

た．浜松 市，相模原市が ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 ともに 非

常 に多 く，次 い で 富山市，津市な ど の 関朿 ・朿海
・
北

陸地方 で あ っ た．ヒ ノ キ科花粉総数 は ス ギ の 1／2 以下

で ，西 ］1本 に多 く分布し た．Table　2 は 各施設の 花粉総

数 の 年 次変動 が同 じ傾 向か ど うか を相 関係 数 で 示 し

た．ス ギ花粉 ，
ヒ ノ キ 科花粉 と もに 程度 の 差 は あ る が

有意な相関係数が得 られ た．花粉飛散状況 は近 い 地域

で は非常に 高い 正 の相関関係が あ り，また花粉捕集数

の 多 い 地域 と少 ない 地域 で は 相 互 の 相 関係数 が 低 くな

る傾向がみ られ た．ヒ ノ キ科花粉総数 の 最 も多 い 相模

原 市は 近 隣 の 地域 を除 い て 他 の 地域 とは高 い 相 関性が

得 ら れなか っ た．次 に Fig．2，3 に ス ギ 花粉飛散状 況 に

お け る 初観測 H，飛散開始 H，最大捕集 日，飛 散終了

口と ヒ ノ キ科の 飛散開始 凵，最大捕集 H ，飛散終了日

を経年的に 1月 1 口か らの 冂数を Y 軸，年度を X 軸に

して 折線グ ラ フ に表し た結果，ス ギ 花粉捕集数 が 多い

太平洋側 の 相模原 ， 浜松 ，津市の 初観測 日は緯度が低

い 他 の 地域 よ り早 い 傾 向が み られ た ．ま た 花粉 飛散 開

始 日，最大捕集日，飛散終 r口は年毎に異な る が ，こ

の 12年 間にお ける飛散開始 凵に
一定 の 傾 向は認 め ら

れなか っ た ．ヒ ノ キ科花粉は 1月 ！日 か ら 80〜90H 日

頃に飛散開始 し，飛散開始時期は ス ギ花粉飛散と重複

し て お り120〜150 日 頃 まで に 終了す る．ス ギ花粉飛散

期間 よ り短 く，年次変動が見 られ る が ， ス ギ 花粉と同

様 に 淀 の 傾 向は なか っ た ．

　Fig．　4 は ス ギ花粉が初観測 され て か らヒ ノ キ科花粉

が 飛散終了する まで の 期間を絶対 目数 で グ ラ フ に示 し

た．ス ギ 花粉初観測 日か ら飛散開始 まで 平均 22± 6H ，

ス ギ花粉飛 散開始か ら終了 まで 57 ± 9 日，さ ら に ス ギ

花粉 飛散終 了か ら ヒ ノ キ科終 f ま で 19 ± 3 日で あ っ

た．ス ギ花粉症患者は初観測 日か ら飛散開始 まで を人
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　 Fig．2．　 The　 annual 　 change 　 of 且rst　 observation 　 day，　 starting　 day，　 nlaxinlum

trapPed　day　and 　end 　of 　dispers量ng 　of　C ．ノuponica 　pollen　among 　eleven 　stations　frQm
1987tol998 ．

　First〔｝bs．：first　observation 　day，　Begin ：starting 　day，　Max ．： maxlmum 　trapped　day，
End ：end 　of　dispersing　day．

れ る と約 100 日間，継続飛散開始 して 以 来約 70 日間抗

原花 粉に曝露 され て い る．Table　3 は秋 の ス ギ花粉捕

集数で ある．春 の 捕集数が多い 地域 に多 い 傾向を示 し

た．また 1994年 は各地 で 共通 して 多 く，浜松市で は

806個／cm2 ／7〜12 月の 花粉数が捕集 され た ．　 Fig，5 を

み る とそ の 年以降各地 で 増加 傾向を示 して い る．わが

国で は春先 か ら約 100 日 問 ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 に曝露

され た後，11 月 を中心 に 10〜12 月 に か けて 地域差は

あるが春先 よ りかな り少な い 量 の ス ギ 花粉に曝露 され

て い る こ と が明 らかで あ っ た．

考　察

　こ の 調査方法 はわが国 で 最 も普及 4）14）15）し て い る 重

力法 の ダ
ー

ラ ム 型花粉捕集器 を用 い た．欧米 で は古典

的な研究方法 と して 評価さ れ て い る．しか し，現在 で

は ほ とん ど体積法が主 流
16）　17）で あ るた めわが 国 と海

外 の 研究結果 を 比 較し難い 18）の が欠点 で あ る．利点 は

簡便 で 経済的 で あ る こ と， 長期使用に耐え得る優 れ た

方法で あ る こ とな どが あげ ら れ る，さらにわが 国 の 医

学分野 で の 過去 の 調査方法 と比較検 討で き ，
こ の 調 査

の ように同
一

検者が 各施設か ら送 られ た サ ン プ ル を
一

斉に算定す る こ とが で き る利点 もあ る．また ス ギ花粉，

ヒ ノ キ科花粉な ど季節的に集中して人量に花粉が捕集

さ れ る場合，重力法ゆえに能率的な測定が可能 で ある．

しか し， 飛散期間をみ る とス ギ花粉 の 飛散開始 まで に

既 に 15％ 以 上 の 花 粉 症 患 者 が 発 症 す る と の 報

告 19）
−
2⊥）が あ り，効果的 な 初期治療の た め に は 重力方

法に よ る飛散情報 は 正確性 に劣 る こ とが指摘 され始 め

た．しか し，体積 法 の 捕集器 に 直ち に 変更す る こ と は

困難で あ り，重力法に よ る 1 月 1 日か ら初め て 1個 以

ヒ観測 され た 日を初観測 口13冫として真の花粉飛散開始

を暗に補正 して い る ．臨床症状との 関係か ら今後は体

積法の 選択をせ まられ ， 着 手す る施設 が増えて きて お

り23伽 ），過去 の デ
ー

タ と の 互 換性 の 検 討 が 望 ま れ て

い る．さらに 将来 は抗原物質そ の もの を測定25   す る

時代が到来する と思わ れ る が まだ しば らくは形態 を重

要視 し た 研究は 必要 と され る．我 々 が鑑別する こ とが

で きた空 中花粉 の 種類 は木本 ・草本花粉類 を含め 約
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　 Fig，4．　The 　avernge 　dispersing　period　Df　airborne

polen 　grains 　of 　C ．　iaponica　and 　Cupressaceae　 at　the

eleven 　difEerent　sampling 　stationsfrom 　l987　to　l998、

20種類 14）15｝で あ る ．著 しい 年次変動 を示すが総合す る

とス ギ花粉 と ヒ ノ キ科花粉は最も大 きな割合 を占め て

い た．ス ギ花粉症 が初め て 報告 されて 以来 ， 抗原量に

よ り感作 率が増減 2の して い る 場合 もある が ，総 じ て

1970 年代か らこ の 20年 間 に 花粉症 患者な い し ス ギ花

粉感作 率は増加9）12）z8）して い る．しか し，ユ2 年間の 長期

に わた り春の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉捕集総数 の 年次推移

の 増加傾 向 は なか っ た．ス ギ 花粉平均捕集数 は 日本列

島の 中央部に 位置する 浜松
・
相模原

・富山市お よ び津

市が多 く，ヒ ノ キ科花粉 は関東 地方以西 の 太平洋側 に

多 い 傾 向があ っ た．両者を併せ る と浜松市が 最も多 い ．

各地 の 植林面積や 林齢 の み29）と相関 して い るわけ で は

な く他 の 人工 林 か ら飛来 して くる花粉量 も含まれ て い

る こ とも考慮 しなけれ ば な ら ない ．ま た各地 の ス ギ花

粉，ヒ ノ キ 科花粉 総数 は 総花粉数 に 占め る割合が 15

〜70％ と年次変動が 著 し く， その 変動傾 向が同様 か ど

うか を検討し た結果，有意 に相関して お り，と くに近

1舞の 調査地域 で は 相関係 数が 高 く，花粉量 の 多い 地域

ほ ど他 の 地域 との 相関が低 い が飛散状況 は ほ ぼ 同 じ傾

向で あ る こ とを示 して い る ．しか し，1999 ・2000 年は

関東
・
東北 地方 と西 口本で は飛散状 況が著 し く異 な
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Tab 正e　3Annual 　p 〔〕llen　coullts　of　C．　japonica　in　auturnn 　at 　the　eleven 　different　samp 且ng 　stations

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Japan　from　l　987し0 ／998．

c ，呻 ，眈 侃 polenco1 皿 ts／cm2inautumn

No ， αty N．L． E，L， ユ987　 19881989199019911992 　 19931994199519961997 ⊥998mean ± SD

1Sendai 38．16 ユ40．540022220606211 ．9± 2．⊥

2N 五igata 37．55 ユ39．031010 工 D01001141 ．6± 2．9

3Tovama　　一 36、42 工37．123131032177222130129 ± 22．3

4Saganlihara35 、34139 ．22154854L454274109 ．8± 14．4

5Hama 【natsu34 ．42137 ．4320385826567158062610485173 ⊥27、1 ± 218．9

6TSI1 34．44136 ．315015136l ！ 4412 ⊥上 92912 ．⊥± 11．8

7Wakayama34 ユ4L35 ．工 0212010 ⊥7361 ⊥03 ．6 ± 5．0

8Matsue 35．27133 ．040113   2 ユ 25341184 ．9 ± 8．0

9K   uchi 33．34 ］33．3315928 ユ 5 ユ 735 工1103715 ．5 ± 21，3

10Fukuoka33 ．35130 ．233o ユ 201133 ユ 4194 ．7 ±9．3

11Kumarno しo32 、4913D ．43422311145131156 ．6± 12．7

N ．L ，　north 　latiしudc ，　E、L．　eas．　t　longitude
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　　Fig．5．　 The　changc 　of 　C．　japonica　po且ell　in　autumn 　at　the　eleven 　sampling 　stations

from　19　87　to　1998．

り，今後は気象条件 の 変化 も考え ら れ 30）
， 予測が単純

に で きな くな る で あ ろ う．飛散期間に つ い て は今回 の

解析 で は わずか に ス ギ花粉が 飛散 して い る こ とが 考え

ら れ る 初観測 日 も花粉飛散時期に 入 れ ，そ の 期 間 を検

討 した．ス ギ花 粉 の 初観測 日，飛散開始 日，最大捕集

日，終了 日を ヒ ノ キ科 とともに経年 的に折線 グ ラ フ に
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示 し た が ，　
一
定の 傾 向は”LIHせ な く，地球 の 温暖化現

象を裏付け る こ とに なる 飛散 開始 円 の 早期化 や 飛散期

間が 長 期化 3ω する の は こ の 10年問で は明 らか に証 明

で きなか っ た．しか し，当施設 の 約 20年 間 の 前半 ・後

半で は飛散開始 日の 平均が約 2 日
32＞早 くな っ て い た、

20 年以 上 長 期継続調 査 が行 われ て い る施設 で の 解析

結果 は今回 と異 な っ た見解が 得ら れ る 可能性がある．

花粉量 の年次変動の 差は地域的
・年次的 にあ るが，春

季に約 100 囗間 ス ギ花粉症 の 抗原 が 飛散 し，花粉 量 の

多い 地域 ほ ど飛散期問が 長い 傾 向が あ っ た ．さらに 秋

の ス ギ花粉飛散32，33）は 花粉症 を悪化 さ せ る と い う確

固と した証明は で きて い ない が，各地 の 秋の ス ギ花粉

は 1994年以 来増加傾 向にあ り，飛散期問は U 月を中

心 と して 10〜／2 月に か け て ご くわずか で あ る が，春 の

初観測 日〜飛散開始 日まで よ りも多 く捕集 される年も

多く，花粉症増悪 の 報告 s4〕も見 ら れ，抗 原 と し て 無視

で きない 状 況とな っ て い る ．こ の 現象が地球温暖化現

象の 1 つ か ど うか今同検討 で きない が ，こ の 秋 の 飛散

を入れ る と年間を通 して飛散期間が 長期化 して い る と

言え る．ス ギ花粉症増 加の 原 因の
一

つ とした大気汚染

物質 で あ る 10 μ以 下 の 大気浮遊塵 （SPM ），デ ィ
ーゼ ル

排気ガ ス粒子 （DEP ）な ど の ア ジ ュ バ ン ト作用 があげ

られ，そ の 寄与率 35｝
−
3ア）は 高 い こ とが 想 定 さ れ る が ，他

に も原因をあげる ときそ の 1つ と し て 秋 の ス ギ花粉飛

散に よ る抗原曝露期間 の 長期化 が あげられ る ロ∫能性が

ある こ とが示唆さ れ た．

　 こ の 稿 を作成す る に あた り，高坂知節 ・藤崎洋 子 ・J！岡
一．・

治 ・秋 rlt一男 ・寺 西 秀 豊 ・宇 佐 神 篤 ・神 谷　齊
・榎 本雅

夫 ・中 井 勲
・
元木徳治

・
小宮山荘太郎 ・増 山敬祐先生 他

多くの 関 係者の 先 生 方，お よ び 信 太 隆 夫 ・奥 田　稔
・
佐橋

紀男
・村 山 貢 1・亅先生 そ して 岩崎真由美氏 の 御協力

・
御指導

に 深謝 し ます．さ ら に こ こ に 書 くこ と の で きな か っ た多く

の 検査担 当 の 方の 御協力 に深謝 し ます．
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LONG-TERM  STUDY  OF  AIRBORNE  ALLERGIC  I)OLLEN  COUNT,

         C. JAPONICA AND  CUPRESSACEAE  IN JAPAN

Reiko Kishikawai), Eiko  Koto2), Tomoaki  Iwanagai), Nobuo  Soi). Chizuko Kamorii),

         Shunsuke ShojiD, Sankei Nishimai)2) and  Takeru  Ishikawa2)

                 
i)National

 Minarrti-Fukuoka Chest' Hbspitat

             
2>
 The Kyushu Chapter of Japanese Alle'rgy Foundation

    We  have investigated the distribution of airborne  pollen  at the different eleven  points in Japan from 1987

to 1998 using  gravity sampler,  To  clarify  the characteristics  causative  pollen for Japanese cedar  pollinosis, we

examined  annual  change  of pollen counts,  dispersing period and  geographical  difference of C. japonica and  Cu-

pressaceae  pollen. C. iaponica pollen occupied  much  more  in Central Japan and  Cupressaceae in the  west  of  Ja-

pan  than  the other  area.

   In Hamamatsu  City, both oi policn counts  were  most  of all and  we  found a  tendency  t.hat the rnore  pollen

counts  the Ionger dispersing period. As  they  reported  that at the starting  day ol pollen in this method  some

patients had already suffered  from  allergie  symptoms,  we  considered  pollen grains were  dispersing in spite  of

being  eontinuously  captured.  In these twelve  years we  found t.hat patients with  Japanese povanosis are  expo-

sured  by causative  agents  during about  100 days every  spring.  But we  eould  not  observe  the trend  of increas-

ing pollen ceunts  and  earlier  starting  day because of global warmiug.

   Further more  we  found that the pollen  counts  of C. J'aponica in autumn  was  increasing since  1994. As  one

of  the factors of increasing patients wlth  pollinosis, we  thought that total exposure  period of causative  pollen

every  year  were  longer than  t.het of  1980  s.
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